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事
業
も
残
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
引
き
続
き
16
億
円
を
目

標
に
積
み
立
て
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て

問　

基
地
水
が
減
額
に
な
っ

た
理
由
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

基
地
か
ら
の
情
報
に
よ

る
と
、
基
地
内
で
の
学
校
の

建
設
が
終
了
し
た
こ
と
や
、

汚
水
管
へ
の
雨
水
の
流
入
防

止
等
工
事
を
行
っ
た
こ
と
が

原
因
の
一
つ
で
は
な
い
か
と

考
え
ら
れ
る
。

　

９
月
21
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
６
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

１
件
の
陳
情
が
採
択
と
な
り

ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
市
民
厚
生
委
員
会
所
管
分
） 

問　

保
育
所
運
営
事
業
、
認

定
こ
ど
も
園
施
設
型
給
付
事

業
、
地
域
型
保
育
給
付
事
業

の
増
額
に
つ
い
て
の
理
由
は
。

答　

保
育
園
の
定
員
と
児
童

の
年
齢
ご
と
に
定
め
ら
れ
た

公
定
価
格
が
、
平
成
29
年
度

予
算
策
定
後
に
決
定
、
新
た

な
処
遇
改
善
加
算
も
盛
り
込

ま
れ
た
こ
と
に
よ
る
。

問　

学
童
ク
ラ
ブ
委
託
料
増

額
で
行
わ
れ
た
指
導
員
増
員

の
内
容
と
今
後
の
児
童
の
受

け
入
れ
の
見
通
し
は
。

答　

さ
く
ら
ク
ラ
ブ
と
臨
時

第
２
た
ん
ぽ
ぽ
ク
ラ
ブ
で
増

◇
骨
髄
移
植
ド
ナ
ー
支
援
制

度
策
定
に
関
す
る
陳
情
書

ド
ナ
ー
を
支
援
し
負
担
軽
減

す
る
た
め
に
も
、
採
択
し
た

い
と
の
意
見
が
あ
り
、
全
会

一
致
で
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　

９
月
22
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
１
件
の
議
案
を
審

査
し
、
原
案
の
と
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
総
務
文
教
委
員
会
所
管
分
）

問　

第
三
小
学
校
に
あ
る
第

一
給
食
セ
ン
タ
ー
解
体
後
の

跡
地
活
用
に
関
す
る
考
え
は
。

答　

教
室
の
増
築
を
考
え
て

い
る
が
、
い
ろ
い
ろ
な
活
用

が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

問　

新
扶
桑
会
館
整
備
事
業

　

９
月
20
日
に
委
員
会
が
開

催
さ
れ
、
５
件
の
議
案
を
審

査
し
、原
案
の
と
お
り
可
決
・

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
福
生
市
営
住
宅
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て問　

入
居
者
の
資
格
要
件
の

緩
和
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、

他
市
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

答　

30
市
町
村
中
、
福
生
市

を
含
め
９
市
２
町
が
同
様
の

内
容
を
改
正
予
定
で
、
そ
の

う
ち
４
市
２
町
が
９
月
議
会

で
の
条
例
改
正
を
予
定
し
て

い
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

（
建
設
環
境
委
員
会
所
管
分
）

問　

東
京
都
無
電
柱
化
チ
ャ

員
し
た
。
定
員
を
超
過
し
て

お
り
、
厳
し
い
状
況
で
あ
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算（
第
１
号
）

問　

前
年
度
繰
越
金
の
額
が

大
き
く
な
っ
た
理
由
は
。

答　

国
・
都
か
ら
の
交
付
金

が
予
算
よ
り
約
２
億
８
０
０

万
円
多
く
、
保
険
給
付
費
が

約
７
５
０
０
万
円
少
な
か
っ

た
こ
と
が
主
な
要
因
で
あ
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

問　

介
護
給
付
費
準
備
基
金

の
状
況
は
。

答　

平
成
28
年
度
の
剰
余
金

１
億
６
０
２
７
万
６
千
円
を

基
金
へ
積
み
立
て
、
基
金
残

高
は
４
億
４
７
０
万
９
０
５

６
円
と
な
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
決
算
認

定
に
つ
い
て

問　

保
険
税
の
収
納
率
向
上

へ
の
取
り
組
み
は
。

答　

財
産
調
査
の
強
化
を
図

り
、
下
半
期
か
ら
は
催
告
書

の
運
用
を
見
直
し
段
階
を
追

っ
て
文
面
と
封
筒
の
色
合
い

を
変
え
て
い
く
工
夫
や
、
夜

間
臨
戸
の
強
化
を
行
っ
た
。

問　

国
民
健
康
保
険
加
入
世

帯
数
減
少
の
理
由
は
。

答　

被
用
者
保
険
適
用
拡
大

の
影
響
と
見
て
い
る
。

問　

そ
の
他
一
般
会
計
繰
入

金
の
被
保
険
者
１
人
当
た
り

金
額
と
他
市
と
の
比
較
は
ど

う
か
。

答　

被
保
険
者
１
人
当
た
り

の
金
額
と
順
位
は
、
福
生
市

４
万
９
８
８
円
で
26
市
中
４

に
お
け
る
今
回
の
補
正
に
至

る
ま
で
の
経
緯
は
。

答　

地
中
障
害
物
対
応
の
検

討
を
行
い
、
撤
去
し
て
地
下

階
を
設
置
し
、
杭
の
施
行
を

行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
。

問　

新
扶
桑
会
館
の
変
更
に

よ
る
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、

現
扶
桑
会
館
解
体
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
及
び
市
民
へ
の
影
響
は
。

答　

新
扶
桑
会
館
は
平
成
31

年
３
月
に
完
成
予
定
。
現
扶

桑
会
館
に
つ
い
て
は
平
成
31

年
秋
頃
か
ら
現
消
防
署
に
合

わ
せ
て
解
体
す
る
の
で
利
用

者
へ
の
影
響
は
な
い
。

問　

再
編
交
付
金
後
の
財
源

確
保
に
つ
い
て
経
過
は
。

答　

市
長
自
ら
も
先
頭
に
た

っ
て
何
度
も
国
に
足
を
運
び

要
請
を
行
っ
た
結
果
、
環
境

整
備
法
第
８
条
の
助
成
事
業

に
な
っ
た
。

問　

第
二
給
食
セ
ン
タ
ー
解

体
事
業
へ
の
補
助
金
、
及
び

ふ
る
さ
と
人
づ
く
り
ま
ち
づ

く
り
寄
附
者
の
内
訳
は
。

答　

来
年
度
の
補
助
金
に
関

し
て
は
全
く
未
定
、
寄
附
者

５
件
の
内
訳
は
個
人
で
市
内

が
１
人
、
市
外
が
１
人
、
法

人
は
３
件
で
い
ず
れ
も
市
外

で
あ
る
。

　

定
例
会
の
会
期
や
本
会
議

の
議
事
日
程
、
一
般
質
問
、

議
案
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ

れ
た
陳
情
の
取
り
扱
い
等
の

協
議
及
び
議
会
だ
よ
り
の
編

集
を
行
う
議
会
運
営
委
員
会

が
、
閉
会
中
も
含
め
６
回
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

レ
ン
ジ
支
援
事
業
に
つ
い
て
、

も
う
少
し
詳
し
く
伺
い
た
い
。

答　

無
電
柱
化
す
る
こ
と
に

よ
る
効
果
は
３
点
あ
り
、
本

事
業
は
こ
れ
ら
の
効
果
を
目

指
す
も
の
で
あ
る
。
１
点
目

は
、
地
震
な
ど
の
大
規
模
災

害
に
よ
り
、
電
柱
等
が
倒
壊

す
る
こ
と
に
よ
る
道
路
の
閉

塞
を
防
止
す
る
。
ま
た
、
耐

震
性
が
向
上
す
る
こ
と
も
期

待
で
き
る
。
２
点
目
は
、
道

路
上
の
構
造
物
を
な
く
す
こ

と
で
通
行
空
間
の
安
全
性
、

快
適
性
を
確
保
す
る
。
３
点

目
は
、
景
観
の
阻
害
と
な
る

電
柱
や
電
線
を
な
く
し
、
良

好
な
景
観
を
形
成
す
る
。

◇
平
成
29
年
度
福
生
市
下
水

道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第

１
号
）

問　

フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
パ
ー

ク
周
辺
の
冠
水
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
。

答　

床
下
浸
水
が
起
こ
っ
て

お
り
、
早
急
に
手
当
て
を
す

る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
て

い
る
。

問　

下
水
道
事
業
積
立
金
の

目
安
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

長
寿
命
化
事
業
に
必
要

な
将
来
の
更
新
事
業
費
と
し

て
16
億
円
を
目
標
に
し
て
い

る
が
、
今
後
は
昭
和
の
時
代

に
整
備
し
た
管
渠
の
更
新
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
や
、
雨
水

位
、
26
位
は
小
金
井
市
の
１

万
１
６
５
７
円
で
あ
っ
た
。

問　

後
発
医
薬
品
利
用
差
額

通
知
事
務
費
の
増
の
要
因
は
。

答　

通
知
回
数
を
９
回
に
増

や
し
、
差
額
通
知
の
調
剤
の

対
象
範
囲
を
拡
大
し
た
こ
と

が
主
な
要
因
で
あ
る
。

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
介
護

保
険
特
別
会
計
決
算
認
定
に

つ
い
て

問　

一
般
介
護
予
防
施
策
事

業
の
複
合
型
介
護
予
防
教
室
、

及
び
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
の
成
果
に
つ
い
て
。

答　

元
気
は
つ
ら
つ
教
室
を

市
内
４
箇
所
で
行
い
、
介
護

予
防
に
役
立
つ
必
要
な
基
礎

知
識
の
講
話
、
筋
力
向
上
の

要
素
を
入
れ
た
体
操
、
口
腔

機
能
向
上
、
低
栄
養
予
防
に

関
す
る
演
習
、
実
技
指
導
、

脳
ト
レ
体
操
な
ど
を
実
施
し

た
。
地
域
介
護
予
防
活
動
支

援
事
業
は
、
町
会
や
老
人
ク

ラ
ブ
、
小
地
域
福
祉
活
動
な

ど
の
場
に
運
動
指
導
員
を
派

遣
す
る
介
護
予
防
に
大
変
効

果
の
あ
る
事
業
で
あ
る
。　

◇
平
成
28
年
度
福
生
市
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
決
算

認
定
に
つ
い
て

問　

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
収
納
の
利
用
状
況
は
。

答　

納
付
書
に
よ
る
納
付
は

限
ら
れ
て
い
る
が
、
利
便
性

の
充
実
も
本
事
業
開
始
の
目

的
の
一
つ
と
考
え
て
い
る
。

今
後
周
知
が
行
き
渡
る
こ
と

で
、
利
用
率
は
上
が
っ
て
い

く
も
の
と
分
析
し
て
い
る
。

▲骨髄バンクドナー登録のしおり▲解体が予定されている第一給食センター

▲無電柱化整備が予定されている本町通り

総
務
文
教
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

市
民
厚
生
委
員
会

建
設
環
境
委
員
会

委員会の
　　審査から　

　今定例会の常任委員会では、付託された議案及び
陳情の審査が９月20日、21日及び22日の３日間、建
設環境・市民厚生・総務文教委員会の順で行われま
した。
　議会運営委員会は、本会議の議事日程や議案の取
り扱い、議会だよりの編集等で６回行われました。
　また、９月25日に横田基地対策特別委員会、9月
８日及び25日にまちの魅力づくり対策特別委員会が
行われました。
　ここでは、各常任委員会及び各特別委員会から報
告された主な審査概要をまとめました。


